
オンライン配信で会場の講義を生中継！

会場周辺の地図→会場周辺の地図→

オンライン視聴は
当院のホームページ
から事前にお申込み
ください。

会場入場は事前予約・１2名さまです。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

お問合せ・ご予約
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

　日本人は先天的に脛骨内反（すね骨が
O脚方向に曲っている状態）の方が多く、
40代を過ぎると、膝関節内側軟骨摩耗や
半月板損傷、O脚変形が進んでいきます。
これによる日常動作における痛みの出現
や、対策となる運動方法などを解説します。

自分でできる膝のメンテナンス ～診断と治療～

医学講座
参
加
無
料

オンラインで
自宅視聴も！

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

２月24日（金）
14：00から

日 時 講 師

整形外科  赤松 泰 医師
ふれあい横浜ホスピタル

会場へ入場参加ができます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅

首
都
高
速

京急線

池
谷
戸

JR

1
シャトルバス
乗り場
★お問合せ・ご予約

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

　病院で検査を受ける時、「CTとMRIって
何が違うのだろう」「放射線が出る検査は
体に悪いかも」など、疑問や不安はありませ
んか？今回は、そのようなことを解消するた
めに、CTやMRIを担当している放射線技
師が、検査について丁寧に解説します。

知識を得れば怖くない！CT・MRIの仕組みを学ぼう

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

２月２0日（月）
13：00~14：00

日 時 講 師

金子 慎矢
　　   診療放射線技師

ふれあい
鶴見ホスピタル

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟
産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟 小児科病棟

障害者病棟

康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給212,000円～

（総務課・岩淵）同院

詳細は、下記へお問合せください。またはQRコードから内容をご確認ください。

045-827-2637 ht-hosp@fureai-g.or.jp

MSW
急募！急募！ ふれあい東戸塚ホスピタル

■ 社会福祉士の資格をおもちの方
■ 保育所完備で、子育て世代も安心！
■ 東戸塚駅から楽々、無料バス通勤♪

書類 面接選考

意外と知られていない

歯の健診とは？
マスク生活で軽視はNG

昨秋スタートの新外来

関内駅から３分の歯科診療
ふれあい横浜ホスピタル

し
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
一
同
で
、

患
者
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
内
容
（
診
断
、
治
療
、
ケ
ア
な

ど
）
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

最
後
に
、
読
者
に
向

け
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
長
い

マ
ス
ク
生
活
や
、
歯
科
診
療
の
敬

遠
な
ど
が
起
こ
り
、
近
年
は
以
前

よ
り
も
虫
歯
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
な
い

な
が
ら
医
療
現
場
に
立
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
当
院
の
歯
科
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
通
勤
の
際
に
も
、

便
利
な
歯
科
だ
と
思
い
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

内
科
／
外
科
／
整
形
外
科
／
産
婦
人

科
／
形
成・
美
容
外
科
／
歯
科 

ほ
か

院
で
は
、
新
規
外
来
を
開
始
す
る

な
ど
の
さ
ら
な
る
充
実
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
同
院
の
ス
タ
ッ
フ
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

︱
︱
︱ 

新
た
に
設
置
し
た
外

来
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
歯
科
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）「
当

院
・
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
昨
秋
か
ら
歯
科
の
外
来
診

療
を
開
始
し
ま
し
た
。診
療
日
は
、

毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日
の
午
前
・

午
後
で
す
。
お
電
話
で
ご
予
約
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
当
院
に

ご
通
院
、
ま
た
は
ご
入
院
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ま
に
限
っ
た
歯
科
診

療
で
は
な
く
、
一
般
の
方
に
対
し

て
も
歯
科
の
診
療
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
歯
周
病
な
ど
の
治
療
の

ほ
か
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
も
、
是
非

ご
受
診
く
だ
さ
い
」

　

︱
︱
︱ 

歯
科
の
ス
タ
ッ
フ
や

扱
っ
て
い
る
診
療
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
「
歯
科
医
師
４
名
（
我
妻
由
梨

歯
科
医
師
な
ど
）
と
、
歯
科
衛
生

士
２
名
が
在
籍
し
〈
23
年
１
月
現
在
〉、

口
腔
内
の
治
療
や
ケ
ア
の
ほ
か
、

か
ぶ
せ
物
・
さ
し
歯
・
入
れ
歯
の

相
談
な
ど
、
幅
広
い
内
容
を
扱
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
医
療
と
介
護
の
連
携

に
強
み
を
も
つ
病
院
で
す
の
で
、

車
椅
子
で
の
歯
科
治
療
に
も
対
応

　

横
浜
市
中
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
は
、
Ｊ
Ｒ

関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
（
市

営
地
下
鉄
で
は
、
伊
勢
佐
木
長
者

町
駅
２
番
出
口
か
ら
徒
歩
３
分
）

の
ア
ク
セ
ス
良
好
な
地
域
病
院
で

す
。
こ
の
利
便
性
を
活
か
し
、
同

ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
個
別

の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
マ
ス
ク
で
口
が
隠
れ
る
こ
と

に
頼
り
、
口
腔
内
を
不
健
康
に
し

て
き
た
人
に
と
っ
て
、
歯
科
健
診

は
た
だ
の
予
防
対
策
以
上
の
メ

リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

せ
な
い
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

歯
科
の
プ
ロ
（
歯
科
ス
タ
ッ

フ
）
の
専
門
的
な
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
必
要
性
が
増
し
て

い
る
の
で
す
。

顎
や
嚥
下
の
確
認
も

　

歯
科
健
診
で
は
、
虫
歯
の
有
無

だ
け
で
な
く
、
歯
周
病
な
ど
の
目

安
に
な
る
歯
茎
の
チ
ェ
ッ
ク
、
日

頃
の
癖
が
付
い
て
し
ま
い
が
ち
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
（
歯
み
が
き
）
の

指
導
、
顎あ
ご
の
痛
み
や
噛
む
・
飲
み

込
む
行
為
の
確
認
な
ど
も
行
な
い

　

体
と
同
じ
よ
う
に
、
歯
や
口
の

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
定
期
的

な
歯
科
健
診
（
検
診
）
が
重
要
な

鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
こ
の
３
年
程
は
、
マ
ス
ク
を
外

虫 歯

ホワイトニング

歯周病

インプラントのメンテナンス

我
妻
由
梨
歯
科
医
師
の
治
療
の
様
子 取材協力

人
工
透
析
は
一
生
続
け
る
治
療

沈
黙
の
臓
器「
腎
臓
」で
起
こ
る
病
気
の
怖
さ

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

入
院
透
析
と
並
行
し
て
各
種
の
専
門
治
療
が
可
能

通
院
透
析
で
は
無
料
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』『
障
害
者
施

設
等
入
院
病
棟
』『
医
療
療
養
病

棟
』
を
備
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

も
し
も
通
院
透
析
の
患
者
さ
ま
が

体
調
の
変
化
に
よ
っ
て
入
院
加
療

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
適

切
な
病
棟
で
の
入
院
透
析
に
移
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。例
え
ば
、

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
専

門
病
棟
に
ご
入
院
し
、
透
析
治
療

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
た
な
透
析
施
設
を
ご
検
討
中

の
方
な
ど
は
、
ぜ
ひ
当
院
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
」。　
　

 

取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

去
す
る
た
め
に
、
体
内
の
血
液
を

外
に
出
し
て
、
人
工
的
な
機
械
の

半
透
膜
に
通
す
治
療
法
で
す
」

土
曜
日
も
２
ク
ー
ル

　
「
通
院
で
は
、
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
透
析
治
療
が
可
能

で
す
。
時
間
帯
も
午

前
・
午
後
と
あ
り
、

無
料
で
送
迎
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
送
迎
範
囲
や
時

間
な
ど
、
お
気
軽
に

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
で
は
、
血
液
透
析
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
血
液

か
ら
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
除

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
透
析
室
を
設

け
、
通
院
透
析
と
入
院
透
析
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。同
院
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
に
な
っ
て
も
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
腎
臓
は
「
沈

黙
の
臓
器
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

全
身
の
不
健
康
か
ら
発
病
も

　

腎
臓
病
に
は
、
腎
炎
、
腎
結
石
、

腎
臓
が
ん
な
ど
、
腎
臓
自
体
に
異

常
が
起
こ
る
病
気
だ
け
で
な
く
、

糖
尿
病
（
糖
尿
病
性
腎
症
）
や
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
（
腎
硬
化
症
）

と
い
っ
た
全
身
の
不
良
に
よ
っ
て

生
じ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
そ
の
多
く
が
ゆ
っ

く
り
と
進
行
し
、
腎
臓
の
機
能
が

正
常
の
３
分
の
１
以
下
に
な
る
と

「
腎
不
全
」、
10
分
の
１
以
下
に
な

る
と
生
命
に
関
わ
る
「
尿
毒
症
」

を
発
症
し
ま
す
。
こ
の
危
機
的
状

況
を
回
避
す
る
た
め
に
、
人
工
透

析
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

れ
て
き
た
血
液
を
ろ
過
し
て
尿
を

つ
く
っ
た
り
、
体
内
の
水
分
量
を

調
節
し
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
よ
っ

て
血
圧
も
調
整
し
て
、
骨
髄
か
ら

赤
血
球
を
つ
く
ら
せ
る
な
ど
、
重

要
な
内
容
ば
か
り
で
す
。

　

腎
臓
は
、
体
の
中
で
24
時
間
休

み
な
く
働
い
て
い
ま
す
。
腰
の
少

し
上
に
あ
る
臓
器
で
、
背
中
側
に

位
置
し
、
そ
ら
豆
の
よ
う
な
型
で

左
右
一
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
働
き
は
、
全
身
か
ら
運
ば

　

人
工
透
析
と
は
、
腎
臓
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て

生
命
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
、
実
施
さ
れ
る
治
療
方

法
で
す
。生
涯
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い
く
治
療
で
す
。

腎臓

副腎

尿管

膀胱

大動脈大静脈

皮質

腎盂

 

透
析
治
療
の
様
子（
医
師
の
回
診
時
）   

＝
同
院
に
て
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シニアホテル横浜 ☎０45-681-2951
横浜市中区万代町２－３－３介護付有料老人ホーム

JR

日ノ出川
公園

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

関
内
駅

首
都
高
速

万代町
１丁目

万代町
２丁目

当ホーム
ここ駅徒歩

３分

階下の連携病院「ふれあい横浜ホスピタル」
をはじめとする医療機関から、２4時間３６５日
にわたるサポート体制があります。定期受診や
ワクチン接種にも利便性が高いホームです。

介護が必要になっても、住み替えることなく
入居当初のお部屋で手厚いサービスが受け
られます。ショッピング街や公園が近く、お元
気な方もお楽しみいただけるエリアです。

階下の病院から、現役の理学療法士が来館し、
無料でリハビリテーションを提供。ホームには、
介護スタッフや看護師が常駐しています。

施設見学会を開催します
２/11土～2/26日 

１日につき２組さま限定

医療が
いつもそばに

介護と過ごしやすさ
がセット

専門的な
リハビリテーション

介護付有料老人ホーム

JR「関内駅」南口または
地下鉄「伊勢佐木長者町駅」
から徒歩３分

ア
ク
セ
ス

ラグジュアリーさと
医療の安心感がある充実空間

シニアホテル横浜

ご予約・お問合せは
「シニアホテル横浜」へお早めにお電話を。

個別相談
受付中！ ホテルを改装

上層階が老人ホーム
眺望の良さを満喫！

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

㈱メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

beauty business

横浜エリア（または湘南地域）の
医療・福祉施設で、
カット/シャンプー/カラー
などを行なう仕事です。

美容師OR理容師の免許必須
募集は１名！お早めにご応募を

訪問美容員さん募集

公共交通機関で現場へ直行・直帰
週２～５日（10：00～17：00）勤務
時給1,300円～1,400円㈱フォーライフ企画 商品課

 （理美容担当 /安永・柏）

お問合せ・ご応募

0467-84-0167

ふれあい横浜ホスピタル
中区万代町２‒３‒３

ご応募は、お電話またはメールで！

045（681）5101
fureyoko_soum1@fureai-g.or.jp

勤務地

JR 関内駅または
地下鉄伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分！

メ
ー
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ

■ 通所リハビリテーションの担当
■ 介護職員初任者研修修了者
■ 今回は４名募集

介護
職員

常
勤
ス
タ
ッ
フ
募
集

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！
パート
時給1080円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

応募・問合せ ふれあい鶴見ホスピタル 045（586）1717

池谷戸

首
都
高
速

JRJR新子安駅 生麦駅 京急鶴見駅

シャトル
バス
乗り場 第二京浜1

京急線京急線

シャトル
バス
乗り場

勤務病院ココ

通勤に新子安駅などから無料シャトルバスの
利用が可能。生麦駅からは、徒歩約10分です。

これらの経験がない方でも
是非

ご応募ください！

優遇します！
● 経験10年以上
● 管理職を目指す方
● レスピレーターを扱える方
● 療養病棟での勤務経験詳細はこちら

年間休日１２１日！鶴見ホスピタルで看護師募集！

一次選考：書類

応募先（勤務地）

横浜市泉区中田南4-3-23
市営地下鉄「中田駅」から徒歩5分

045-803-3221
fcl-izumi@fureai-g.or.jp

選考方法

書類選考
面接

人物重視で採用します！

ふれあいクリニック泉 総務課（事務）月給23万円～
〈経験10年例〉事務

常勤スタッフ募集！
（医療業界の経験不問）

30代
活躍中！

　

○
…
今
春
、
院
長
と
し
て
８

年
目
を
迎
え
ま
す
。
外
科
外
来

や
健
康
診
断
の
担
当
の
ほ
か
、

「
病
院
の
管
理
者
と
し
て
、
運

営
や
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
よ
く

考
え
、
全
職
員
が
当
院
の
事
業

に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
着
任
前
は

同
じ
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
「
茅
ケ

崎
中
央
病
院
」（
茅
ヶ
崎
市
）

の
院
長
、さ
ら
に
そ
の
前
は「
神

奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
」（
横

浜
市
旭
区
）
の
総
長
を
務
め
て

き
ま
し
た
。「
出
身
は
東
京
で

す
が
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部

の
学
生
時
代
か
ら
、
同
大
学
附

属
病
院
で
の
勤
務
な
ど
を
含
め

て
、
神
奈
川
で
の
暮
ら
し
の
方

が
ず
っ
と
長
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　

○
…
消
化
器
外
科
の
中
で
も

大
腸
を
専
門
と
し
、
３
０
０
０

症
例
を
優
に
超
え
る
が
ん
の
手

術
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。「
本

来
、
医
療
は
リ
ス
ク
を
伴
う
も

の
。
内
服
薬
一
つ
で
も
、
ア
レ

ル
ギ
ー
で
重
体
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
さ

ま
に
と
っ
て
安
心
あ
る
い
は
納

得
が
い
く
治
療
に
、
医
師
が
で

き
る
限
り
近
づ
く
た
め
に
行
な

え
る
こ
と
は
、『
常
に
誠
実
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
』
と
い
う
こ

と
に
限
る
と
思
う
の
で
す
」。

　

○
…
今
後
を
見
据
え
、「
病

院
の
根
本
と
な
る
内
科
を
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
す
。「
医
師

は
『
患
者
さ
ま
に
感
謝
さ
れ
る

分
、
覚
悟
を
も
っ
て
現
場
に
臨

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
』
と
の

先
輩
の
金
言
を
胸
に
、
実
践
あ

る
の
み
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

この「人」に聞く

  「
常
に
誠
実
で
あ
れ
」

      

覚
悟
を
も
っ
て
現
場
に
立
つ
責
任

赤池 信 医師
 （あかいけ まこと）　　　　

康心会汐見台病院 院長
【 外 科 】

日本外科学会 外科専門医・指導医
日本消化器外科学会 消化器外科専門医・指導医
　　　　　　　　　　　　　　        ほか

康
心
会
汐
見
台
病
院

救
急
は
地
域
医
療
の
根
幹

市
の
二
次
救
急
拠
点
、Ｅ
Ｒ
も

　

磯
子
区
に
あ
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」（
院
長
・

赤
池
信
医
師
＝
今
号「
こ
の
人
に
聞
く
」で
紹
介
＝
）

で
は
、
横
浜
市
の
二
次
救
急
拠
点
と
し
て
、
積
極
的

な
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
当
院
は
、『
人
を
尊
び
、
命
を

急
』
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
体
調
不
良
（
体

が
痛
い
、
原
因
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
と
に
か
く
具
合
が
悪
い
、
ど

こ
の
診
療
科
か
わ
か
ら
な
い
が
す

ぐ
に
診
て
も
ら
い
た
い
等
）
は
、

当
院
の
『
救
急
外
来
』（
Ｅ
Ｒ
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

駐
車
場
・
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有

尊
び
、
個
を
敬
愛
す
』
と
い
う
理

念
の
下
で
地
域
貢
献
が
で
き
る
よ

う
に
、
医
療
活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

内
科
や
外
科
、
整
形
外
科
、
産

婦
人
科
、
小
児
科
な
ど
の
主
要
診

療
科
を
そ
ろ
え
、
安
心
感
あ
る
医

療
を
提
供
し
な
が
ら
、
毎
年
、
各

専
門
分
野
の
充
実
（
新
た
な
専
門

外
来
の
設
置
な
ど
）
に
努
め
て
お

り
ま
す
」

３
６
５
日
24
時
間
の
受
入
体
制

　
「
当
院
は
、
横
浜
市
か
ら
『
二

次
救
急
拠
点
病
院
Ｂ
』
の
指
定
を

受
け
、
救
急
車
で
の
急
患
搬
送
に

対
応
し
、
迅
速
な
治
療
を
行
な
っ

て
い
る
病
院
で
す
。

　

さ
ら
に
、
24
時
間
に
わ
た
っ
て

医
療
体
制
を
と
っ
て
い
る
『
救
急

外
来
』（
Ｅ
Ｒ
）
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
病
気
の
領
域
や
症
状

に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
患
者
さ
ま

を
受
け
入
れ
、
初
期
診
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
内
科
・
外
科
・

小
児
科
・
産
婦
人
科
な
ど
の
分
野

か
ら
横
断
的
な
救
急
医
療
を
進
め

ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、『
ど

こ
が
痛
く
な
っ
て
も
、
と
り
あ
え

ず
汐
見
台
病
院
に
行
け
ば
診
て
も

ら
え
る
』
と
い
う
安
心
感
あ
る
Ｅ

Ｒ
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」

絶
対
的
な
安
心
感
を

　
「
こ
の
よ
う
に
当
院
で
は
、
磯

子
区
を
中
心
に
、
地
元
に
密
着
し

た
医
療
活
動
の
根
本
と
な
る
『
救

汐
見
台
小
の
向
い
に
あ
る
同
院

同
院
の
救
急
搬
送
口

2



お問合せお問合せ

入試事務室
TEL 045-821-0115
MAIL nyushi@sums.ac.jp

学校法人 湘南ふれあい学園 ２月  13日（月）・14日（火）
１月30日（月）ー２月13日（月）

試験日

一般入試Ⅱ期
  

一般入試Ⅱ期
  の出願開始！の出願開始！の出願開始！

出願

薬学部 医療薬学科薬学部 医療薬学科湘南医療大学湘南医療大学

046-233-5110

看護師または准看護師５名

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 

さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

夜勤専従者夜勤専従者介 護
スタッフ
介 護
スタッフ

常勤
非常勤
◆介護職員初任者研修修了者
◆常勤月額175,800円～＋介護加算手当
◆未経験者 歓迎
    〈介護資格の有無についてはお問い合わせください〉
◆59歳まで（60歳定年制のため）

ほか

応 募

面 接

採用へ！
045（827）2707
ht-senior@fureai-g.or.jp

シニアホテル東戸塚 イーストウイング
横浜市戸塚区上品濃16-8

急募

消防設備士
未経験の方も！プロフェッショナルな

になりませんか？

＊

＊職業訓練校（ビル設備関連）の修了生など

会社名

必須資格

待  遇

有限会社エフ.アンド.ユアライフ
所在地／茅ヶ崎市円蔵370

・経験により給与を考慮します
・多数の資格所有者は特に優遇！

甲種消防設備士 資格
他種の消防資格の取得支援制度あり

、普通自動車免許

☎0467-84-6680応  募 お電話で。
病院・施設・学校などにおける
消防設備の点検や管理業務です。

医療事務 総務課・欠畑

QRコードから→

電話
☎0467-83-9111
　　　    
インターネット

３名/資格不問
職 種

人数/資格
応  

募
175,800円～月 給

茅ヶ崎市西久保500
湘南東部総合病院 茅ケ崎駅・香川駅・寒川駅

または茅ヶ崎市内各所から
無料シャトルバス運行中！

通勤利用OK♪

求人

回
一
般
入
試
が
、
２
月
18
日
㈯
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
入
試
科
目
は
、「
面
接
」

と
「
筆
記
試
験
」
に
な
っ
て
い
ま

　

静
岡
県
の
伊
豆
半
島
に
あ
る

「
湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護

専
門
学
校
」
で
は
、
今
年
度
の
最

後
の
受
験
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
第
５

  

今
年
度
の
ラ
ス
ト
入
試

　
　

    　

 

現
在
、願
書
受
付
中
！

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

湘南医療大学附属
下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎289
（イベント時は伊豆急下田駅から送迎バスあり）

　　     ☎0558-25-2211
https://www.shimodakango.ac.jp
入試事務室

出　願 1/24（火）～２/14（火）

一般入学試験第５回

受験日

合格発表

２/18（土）

３/１（水）
個人面接、計算・漢字問題科　目

今年度
ラスト！

下田看護
      専門学校

湘南医療大学附属

す
。
面
接
は
個
人
面
接
で
、
人
柄

を
重
視
す
る
同
校
の
校
風
が
象
徴

さ
れ
て
い
ま
す
。
筆
記
試
験
は
計

算
と
漢
字
か
ら
出
題
さ
れ
、
シ
ン

プ
ル
な
配
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
下
田
看

護
専
門
学
校
は
、『
な
り
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
を
と
て
も
大
切
に

し
て
い
る
看
護
師
の
養
成
校
で

す
。
本
校
で
は
、
看
護
師
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
る
学
生
を
、
全

力
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
入
試
の

ほ
か
、
今
後
の
学
校
説
明
会
な
ど

の
詳
し
い
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属

　
　
　
　
　
下
田
看
護
専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

静
岡
県
下
田
市
柿
崎
２
８
９

２・３
月
入
試
の
概
要
と
対
策

　

同
校
で
は
、
第
２
回
一
般
入
試

を
２
月
18
日
㈯
、
第
３
回
一
般
入

試
を
３
月
11
日
㈯
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
内
容
は
、
基
礎
学
力
試
験

（
長
文
読
解
・
計
算
）と
面
接
で
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
同
校
は
、
入

学
希
望
者
（
受
験
生
）
を
対
象
に

し
た
「
入
試
対
策
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
日
に
ち
は
２
月
３
日
㈮

と
２
月
21
日
㈫
で
、
ど
ち
ら
も
16

時
〜
18
時
。入
試
の
概
要
や
対
策
、

入
試
の
手
続
き
方
法
な
ど
を
解
説

す
る
講
座
で
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
ど
な

た
も
参
加
し
や
す
い
平
日
夕
方
の

開
催
な
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
看
護
師
へ
の
道
を
、

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
か
ら
始
め

ま
せ
ん
か
？
本
校
の
過
去
３
年
間

に
お
け
る
看
護
師
国
家
試
験
の
合

格
率
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
結

果
を
出
し
て
い
ま
す
。
本
校
へ
多

く
の
方
が
ご
入
学
さ
れ
る
こ
と
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

看
護
師
国
家
試
験
に
向
け
て

　

毎
年
、
同
校
で
は
、
看
護
師
国

家
試
験
の
受
験
を
控
え
た
３
年
生

に
向
け
て
、「
壮
行
会
」
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
３
年
生
は
下
級
生
か

ら
エ
ー
ル
を
も
ら
い
、
こ
れ
ま
で

の
集
大
成
で
あ
る
国
家
試
験
を
突

破
す
る
た
め
に
、
勇
気
と
決
意
を

抱
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
茅
ケ
崎
駅
（
東
海
道
線
・

湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
・
相
模
線
）
が

最
寄
駅
の
「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学

校
」（
茅
ヶ
崎
市
今
宿
３
９
０
）は
、

来
年
に
開
校
30
周
年
を
迎
え
る
実

績
あ
る
看
護
師
養
成
校
で
す
。
神

奈
川
県
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
系

「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
の
病
院
・

施
設
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
看
護
師
を
輩
出
し
、
地
域
の

人
々
の
健
康
と
幸
せ
の
た
め
に
、

医
療
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
入
学
希
望
者
へ

　
　

一
般
入
試
と
対
策
講
座
を
開
催

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

茅ヶ崎
看護専門学校

茅ヶ崎市今宿390
☎０４67（86）6011

入試日程や
入試対策講座
の詳細が確認
　　できます！

給付対象の詳細はハローワークへ

専門実践教育訓練
給付金制度の対象校

公式ホームページ

国家試験に向けた壮行会（昨年の様子）

同
校
で
の
授
業
の
一
場
面

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ

「
医
療
に
強
い
」は

　

サ
ー
ビ
ス
間
の
連
携
が
鍵

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
だ
け
で
は
な
い
！

ケ
ア
マ
ネ
と
い
う
存
在
の
大
き
さ

の
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
病
院
の
中
に
あ
る

事
業
所
な
の
で
、
医
療
系
の
サ
ー

ビ
ス
に
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
Ｑ
．
医
療
系
の
強
さ
に
は
、
他

に
何
が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
短
時
間
）
で
は
、
国
家
資
格

を
も
つ
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
利
用
者

さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態
に

合
わ
せ
て
、
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
身
体
機
能
訓
練
を

行
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
院
は

病
院
で
あ
る
の
で
、「
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
の
利
用
も

可
能
で
す
。
医
療
と
介
護
の
連
携

を
得
意
と
し
て
い
る
当
院
で
は
、

幅
広
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
間
の
連
携
に
不
満
を
抱
え
て
い

る
方
な
ど
は
、
一
度
お
電
話
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
要
介
護
者
さ
ま
の
ご
自
宅

に
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
赴
き
、
生

活
援
助
、
身
体
介
護
、
通
院
時
の

乗
降
の
介
助
な
ど
、
日
常
生
活
の

お
世
話
を
行
な
い
ま
す
。例
え
ば
、

「
通
常
の
買
い
物
は
自
分
で
で
き

る
が
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

な
ど
の
大
き
な
荷
物
は
難
し
い
」

「
洗
濯
機
を
回
す
こ
と
は
で
き
て

も
、
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
が
で
き

な
い
」
な
ど
の
一
部
の
生
活
援

助
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
は
可
能
で

す
。

　
Ｑ
．
す
ぐ
に
貴
院
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

Ａ
．
ま
ず
は
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
る
上
で
困
難
を

生
じ
て
い
る
場
面
に
つ
い
て
、

ご
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
い
な
い
方
は
、
当
院

　
Ｑ
．
地
域
病
院
で
あ
る
貴
院
に

は
、
在
宅
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
種
類

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
に
は
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
３

種
類
（
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）と
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内

　

戸
塚
区
上
品
濃
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
は
、
高
齢
者
が
自
宅
で
よ
り
良
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
各
種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
同
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

計
画
し
て
く
れ
ま
す
。

正
し
い
介
護
計
画
に
そ
っ
て

　

こ
れ
が
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
で
あ

り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
適
切

な
介
護
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、

各
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
や
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
の

事
業
主
に
連
絡
し
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
間
の
調
整
な
ど
も
行
な
い
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
必
要
な

内
容
を
整
え
て
く
れ
る
の
で
、
安

心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）
が
在
籍
し
、

要
介
護
者
（
相
談
者
・
利
用
者
）

が
自
宅
で
可
能
な
限
り
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
心
身
状
況
や
環
境
に

応
じ
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
時
に
、
窓
口
に
な
っ
て
く

れ
る
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」。

同
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子

キャプション

歩
行
訓
練（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

取材協力

取材協力
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当院のホームページ上に動画をアップ！

公開日以降に、
当院のホームページの中で
動画を自由に
ご視聴いただくことが可能です。

※インターネット環境が必要です。
　（Wi-Fiでの視聴をお勧めしております。）

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

　日本は世界有数の長寿国です。高齢人
口が増加している今、高齢者が「健康に長
生き」することは、とても大切です。高齢に
なっても、寝たきりなどにならずに健康的な
生活を送れるようにするための大事な“コ
ツ”をお伝えします。是非ご視聴ください。

健康に長生きするコツ

講 師

Web動画 お好きな時間にPC ⁄ スマホ ⁄タブレットで何度でも！
医学講座視

聴
無
料 ふれあい東戸塚ホスピタル　

  　　　　　呼吸器内科   本間 和夫  副院長

２月28日（火）から公 開

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

915 1166 1198　

981215 予約
不要

開始１０分前〔２/16木１４：５０〕以降
に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

　冬は、気温の低下によって各種のウイル
スや細菌が活性化し、子どもの発熱が増
加する季節です。小児の感染症について
大人が正しく理解し、適切な対処を行なう
ことで、寒い季節でも子どもが元気に過ご
せるようにしていきましょう。

冬の子どもの感染症　

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

２月16日（木）15：00～16：00
〈予定〉

日 時

講 師 康心会汐見台病院　
     小児科 科長    小林 尚明  医師

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は是非ご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募

看護師の免許はないけれど、病院で働きたい。

医療貢献がしたい！！

家庭での看護経験を活かしたい…。

やさしさと気遣いをもって仕事に臨みたい！

このような方は、当院での看護補助の仕事をお考えください。

詳細はこちら⬇詳細はこちら⬇不安や迷い
は

一度、現場
見学

して考えて
みませんか

？

綾瀬厚生病院 （担当 /南・今鷹）
ご応募・
お問合せ 0467-77-5111

看護補助
常勤でも！非常勤でも！

スタッフ大募集♪

　

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て

い
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

院
長
の
織
本
健
司
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
受

診
す
る
こ
と
も
、
大
事
な
対
策
の

一
つ
で
す
」

慢
性
的
な
便
秘
の
解
消
も
注
意

　
「
慢
性
的
な
便
秘
症
の
方
が
、

改
善
薬
な
ど
を
服
用
し
て
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
急
に
便
通
が
良

く
な
っ
た
場
合
に
も
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

当
院
は
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
長
く
便

秘
を
抱
え
て
た
高
齢
患
者
さ
ま
か

ら
、
あ
る
日
突
然
『
便
秘
が
治
っ

た
』
と
連
絡
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
患
者
さ
ま
は
そ
の
後
、

嘔
吐
や
激
し
い
下
痢
を
う
っ
た

え
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
判

引
き
起
こ
し
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
感
染

　

広
範
囲
の
年
齢
層
（
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
）
で
感
染
が
見
ら

れ
、
激
し
い
下
痢
や
嘔
吐
、
吐
き

気
が
主
症
状
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
腹
痛
、

頭
痛
、
発
熱
、
悪
寒
、
筋
肉
痛
、

咽
頭
痛
、
倦
怠
感
を
抱
え
る
人
も

い
ま
す
。
特
に
抵
抗
力
が
下
が
っ

て
い
る
高
齢
者
で
は
、
脱
水
症
状

を
起
こ
し
や
す
く
、
嘔
吐
物
を
の

ど
に
詰
ま
ら
せ
て
呼
吸
で
き
な
く

な
る
危
険
や
、
体
力
が
消
耗
し
て

重
篤
化
し
、
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
今
の
時
季
に
下
痢
や

嘔
吐
が
あ
る
場
合
は
、
感
染
を
広

げ
な
い
た
め
に
も
、
す
ぐ
に
受
診

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

明
し
、
当
院
へ
入
院
と
な
り
ま
し

た
。

　

外
食
時
に
、
手
に
ウ
イ
ル
ス
が

付
着
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
外
出
先
で
あ
っ
た
た
め
に
、

手
を
十
分
に
洗
え
ず
、
食
事
を
さ

れ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
症
例
で
し
た
（
感
染

経
路
や
経
過
に
は
、
こ
れ
に
限
ら

ず
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
）」罹

患
し
た
場
合
の
対
処
方
法

　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
水
分
摂
取
が
可

能
な
方
は
、
処
方
薬
を
し
っ
か
り

服
用
し
て
体
を
よ
く
休
ま
せ
、
ウ

イ
ル
ス
の
排
出
を
待
つ
こ
と
が
一

番
の
対
処
療
法
で
す
。

　

水
分
摂
取
が
困
難
な
場
合
に

は
、
当
院
で
は
、
点
滴
や
入
院
な

ど
、
そ
の
症
状
に
適
し
た
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い

が
あ
る
場
合
は
、
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
」。        

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

年
11
月
７
日
か
ら
２
０
２
３
年
３

月
31
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
神
奈
川
県
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
多

く
発
生
し
、
急
性
胃
腸
炎
な
ど
を

と
に
か
く
手
洗
い
が
一
番

　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力

が
非
常
に
強
力
な
た
め
、
予
防
が

と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

最
も
重
要
で
、
か
つ
効
果
的
な
予

防
方
法
は
、
流
水
と
せ
っ
け
ん
に

よ
る
入
念
な
手
洗
い
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
残
念
な

が
ら
ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
あ
り

ま
せ
ん
。
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嘔
吐
や

下
痢
な
ど
の
症
状
に
よ
っ
て
感
染

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
神
奈
川
県
内
に

お
け
る
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

警
戒
情
報
」
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
よ

り
約
１
カ
月
も
早
く
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
発
令
期
間
は
、
２
０
２
２

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

食
中
毒
警
戒
情
報
を
発
令
！

神
奈
川
県
は
３
月
末
ま
で

取
材
協
力

特
効
薬
が
な
い
ノ
ロ
の
感
染
対
策

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル 

織
本
院
長

神奈川県による食中毒の警戒ポスター

ふれあい東戸塚ホスピタル
織本 健司 院長

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
人
工
透
析

リ
ハ
ビ
リ
や
血
管
に
強
い
サ
ポ
ー
ト

見
学・
相
談
は
随
時
可
能

い
か
に
負
担
を
軽
減
で
き
る
か

透
析
生
活
の
支
え
と
は

　
「
透
析
」
は
、
人
間
の
臓
器
で
あ
る
腎
臓
の
全
て

を
代
替
す
る
治
療
で
は
な
い
の
で
、透
析
以
外
に
も
、

体
に
良
い
生
活
を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
人
工
透
析
を
担
当
し
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
に
、
同
院
に
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
、「
腎

不
全
」
の
末
期
症
状
を
生
じ
て
い

る
場
合
、
生
命
の
危
機
を
回
避
す

る
治
療
の
一
つ
が
「
人
工
透
析
」

【
よ
く
あ
る
質
問
❶
】

　
貴
院
で
透
析
を
受
け
る
と
、
ど

の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
か
？

　
（
透
析
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院
で
は

外
来
で
の
透
析
治
療
の
ほ
か
、
入

で
す
。

　

腎
臓
に
は
、
心
臓
の
１
回
の
拍

動
で
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
４
分

の
１
の
量
が
流
れ
、
そ
こ
か
ら
お

院
透
析
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
院
で
は
、
週
に
３
回
、
あ
る

い
は
２
回
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
考

え
ま
す
。
透
析
治
療
は
頻
回
の
通

院
を
要
す
る
た
め
、
当
院
で
は
、

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ご
自
宅
の
玄
関
か
ら

透
析
室
の
受
付
ま
で
、
ド
ア
to
ド

ア
の
送
迎
を
無
料
で
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
車
椅
子
の
方

も
対
象
で
す
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ

を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ま
に

は
、
透
析
の
前
後
や
、
透
析
日
で

は
な
い
お
日
に
ち
に
、
当
院
の
外

来
リ
ハ
ビ
リ
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
で
す
。
食
事
療
法
の

サ
ポ
ー
ト
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

【
よ
く
あ
る
質
問
❷
】

　
透
析
で
起
こ
る
「
血
管
の
ト
ラ

ブ
ル
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？

　
（
同
ス
タ
ッ
フ
）「
透
析
用
の
動

脈
と
静
脈
を
直
接
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
血
管
（
シ
ャ
ン
ト
）
に
、
閉
塞

や
狭
窄
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

る
リ
ス
ク
は
、
残
念
な
が
ら
ご
ざ

い
ま
す
。
し
か
し
当
院
で
は
、
身

体
的
負
担
が
少
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
経

皮
的
血
管
形
成
術
）
を
採
用
し
て

お
り
、
外
科
的
な
不
安
も
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
体
制
が
あ
り
ま
す
」。

　
人
工
透
析
治
療
の
相
談
、
透
析

室
の
見
学
な
ど
は
、
直
接
同
院
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
院
☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

よ
そ
１
５
０
〜
１
８
０
ℓ
の
原
尿

（
尿
の
素
）
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

正
常
な
腎
臓
で
は
こ
れ
を
繰
り
返

し
、
最
終
的
に
約
1.5
ℓ
ま
で
ろ
過

し
て
減
ら
し
、
尿
と
し
て
体
外
に

排
出
し
ま
す
。

食
事
療
法
は
セ
ッ
ト

　

腎
臓
が
十
分
に
働
か
ず
、
機
械

に
代
替
し
て
も
ら
う「
人
工
透
析
」

は
、
24
時
間
絶
え
間
な
く
働
い
て

い
る
本
来
の
人
間
の
腎
臓
機
能
を

完
全
に
代
替
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の
生
活

を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン

や
水
分
を
制
限
す
る「
食
事
療
法
」

は
、
そ
の
一
つ
で
す
。

　

透
析
治
療
に
よ
る
余
分
な
水
分

や
老
廃
物
の
除
去
の
程
度
、
尿
の

排
出
量
な
ど
は
、
個
人
差
が
大
き

く
、
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
治
療
効
果
に
よ
っ
て
食

事
療
法
は
異
な
る
た
め
、
透
析
の

内
容
に
よ
っ
て
、
食
を
楽
し
め
る

幅
が
広
が
り
ま
す
。

リ ン
カリウム

塩分

たんぱく質
水 分

エネルギー

医療スタッフ

透
析生
活をもっと豊か

に 楽し
みましょう♪

康心会汐見台病院の透析室
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